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2025 年 12 月 11 日 

 

報道関係各位 

SHIBUYA CREATIVE TECH 実行委員会 

 

渋谷区共催のテクノロジーx アートイベント 

“DIG SHIBUYA 2026”オフィシャルプログラムを発表 
公園通りを活用した屋外劇場、渋谷を巡る未来の音楽フェス、クリエイターと実際に会えるセッション、 

渋谷の街中スクリーンをジャックした街の展覧会、三島賞作家 AI との共作ができる体験型コンテンツなど 
 

 
 

SHIBUYA CREATIVE TECH 実行委員会(所在：東京都渋谷区、実行委員長：大西賢治、以下：実行委員会）は、渋谷

区とともに 2026 年 2月 13 日(金)〜15 日(日)の３日間開催する最新カルチャーを体験できるイベント“DIG 

SHIBUYA(ディグシブヤ)2026”のオフィシャルプログラムを発表いたします。本年のオフィシャルプログラム

は、渋谷という街を歩くだけでテクノロジーとアート、そして最新カルチャーを体験していただける 5つのプロ

グラムで展開します。 

DIG SHIBUYA 2026 – オフィシャルプログラム概要 

1. 【公園通りで劇場型パフォーマンスを】「DIG SHIBUYA THEATRON」by ALTEMY 

道路が劇場に変わる、1日限定の都市型パフォーマンス。企画プロデュースはパルコ、音楽は蓮沼執太氏

が担当 

 

2. 【デジタルアート】SCREENS CONTEXTUALIZED 

渋谷のサイネージにデジタルなパブリックアートを展開し、街全体が大きな美術館に 

 

3. 【AIx 文学】声帯 AI 中原昌也「声帯で小説を描く!」 

三島賞作家を学習した AI と“声で共作”する新しい文学体験 

 

4. 【ライブパフォーマンス】RADIO SAKAMOTO Uday 

坂本龍一氏のスピリットを受け継ぐ“未来の音楽が生まれる夜”  

 

5. 【アーティスト＆スタートアップ】ワークショップ・セッション・ミートアップ - Opening Event 

国内外のアーティストやクリエイターと出会い、国内外のクリエイティブテックなスタートアップの刺

激も浴びることができる学びの場 
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オフィシャルプログラム①：道路が劇場になる日「DIG SHIBUYA THEATRON(ディグシブヤ テアトロン)」by 

ALTEMY 

かつて至る所が劇場の街だった「渋谷」を懐かしみ、渋谷のメインストリートである公園通りが、1日限定で

“屋外都市劇場＝テアトロン”に。交通を一部規制し、都市を鑑賞する場である「テアトロン」を設置すること

で、街ゆく人々はそのまま観客となり、パフォーマンスや展示を 360度から見渡すことができます。こうして、

“街全体が舞台”へと変貌します。 

その舞台では、身体や音楽など多様なジャンルのノンバーバル(非言語)な表現によって、『ストリートから劇場

へ〜未来の渋谷への伏線〜』をコンセプトにパフォーマンスを行います。 

企画プロデュースは、半世紀に渡り渋谷から文化を発信し続けてきたパルコが行い、音楽は幅広い音楽プロデュ

ースで知られ、国内外で評価される蓮沼執太氏が担当。渋谷の中心に突如として現れる大規模な“都市劇場”

は、往来する人々すべてが演者となり、鑑賞者ともなる。そんな日常とアートが交差する瞬間を生み出します。

普段は通り過ぎてしまう公園通りを、立ち止まり・見上げ・参加する場へと変える、渋谷ならではの公共空間活

用プロジェクトをぜひお楽しみください。 

 
l 日時：2026 年 2月 14 日(火)13時〜17 時(予定) 

l 場所：渋谷区公園通り 

l 企画プロデュース：パルコ 

l 音楽プロデュース：蓮沼執太 
 

＜ALTEMY プロフィール＞ 

東京を拠点とする建築デザインスタジオ（一級建築士事務所）。代表は建築家の津川恵理。主

なプロジェクトに、阪急神戸三宮駅前サンキタ広場、まちの保育園 南青山、庭と織り物 - The 

Shades of Shadows @ HOSOO GALLERY など。主な受賞歴に、国土交通省主催都市景観大

賞特別賞、土木学会デザイン賞優秀賞、東京藝術大学エメラルド賞、日本空間デザイン賞、グ

ッドデザイン賞など。また 2024 年には渋谷公園通り協議会主催の渋谷公園通り 2040 デザイ

ンコンペにて最優秀賞を受賞。本社会実験はデザインコンペでの提案内容をベースに公園通り

協議会とともに企画・検討を実施。 

オフィシャルプログラム②：街全体が美術館になる、サイネージ展覧会「SCREENS CONTEXTUALIZED」 

渋谷に点在するデジタルサイネージをつなぎ、渋谷の街中に“アート作品の展示空間”が広がります。

MIYASHITA PARKや渋谷 MODI(集英社ビジョン)、シブハコビジョンなど街角の小さな画面からビルの巨大ビジョ

ンまで、街の至るところにあるスクリーンを 40名以上のアーティストに開放。渋谷全体のサイネージにデジタ

ルなパブリックアートを展開し“屋外美術館”を創り出します。また本プログラムでは各スクリーンが持つ“場

所の記憶”や“歴史的背景”にも着目。渋谷の街に積み重なってきたストーリーと、アーティスト解釈が重な

り、新たな都市のレイヤー(文脈)が可視化されます。日常の風景に突然現れるデジタルアートを巡り、街を歩き

ながら鑑賞ができます。 
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l 日時：2026 年 2月 13 日(金)〜15 日(日)11時〜18 時(DIG SHIBUYA 開催期間中終日) 

※ なお、詳細の作品放映時間に関しては、各サイネージによって異なります。 

l 場所：MIYASHITA PARK、渋谷 MODI(集英社ビジョン)、渋谷駅前会館(渋谷西口ビジョン)、シブハコビジョ

ン、メトロ改札口ビジョン(銀座線渋谷駅)、他 

l その他：アーティストやプロジェクトチームが制作過程で発見した知見や体験を共有するギャラリースペー

スでの展示イベントも同時開催(場所：Park in Park / Miyashita Park) 

 

【MIYASHITA PARK で展示できる?!アーティスト募集中】 

現在、SCREENS CONTEXTUALIZED プログラムの一環として、MIYASHITA PARK内のサイネージをデジタルアートの

表現空間として開放するプロジェクトを進行しています。コンセプト「Weather Writes — 詩的現象としての

「天気」」を表現し、ご自身の作品を MIYASHITA PARK で展示してみませんか？ 

l 応募詳細：https://neort.io/challenge/d4jnm6gdfqamt6d2u5b0 

l 応募締め切り：2025/12/26(金)23:59 JST 

 

＜NEORT プロフィール＞ 

デジタルテクノロジーを駆使したアーティストと社会をつなぐことを支援。2022 年 4月にデジタルアート専門の

展示空間「NEORT++」が馬喰町にて開廊。オンライン・オフラインを行き来しながら新しいアートの体験構築を

目指している。 

 

オフィシャルプログラム③：三島賞作家である中原昌也の全小説から学習した”AI 作家"と対話しながら共著 

できる - AI 中原昌也『声帯で小説を描く!』Presented by 宇川直宏 & DOMMUNE 

三島賞作家・中原昌也氏の全小説や批評をも

とに学習し本人の声紋をクローニングした

“声帯 AI 中原昌也”が誕生。この展示で

は、来場者が AI 中原昌也と“声で対話を重

ねながら”物語を共作する体験をしていただ

けます。生成されたテキストは会場内で即時

に可視化。AIはどこまで実在する作家の世

界に近づけるのか？また来場者一人ひとりの

言葉が混ざり合うことで、毎回異なる小説が

生まれる“ライブ文学”としてもご注目くだ

さい。 

糖尿病による合併症で、現在視力に問題を抱

えながらリハビリ/治療を重ねつつ創作を続

けるアーティスト中原氏を支えるために生ま

れた本プロジェクトは、AI と人間がコラボ

レートしながら作品を生み出す新しい芸術活

動となるでしょう。会場では、共作体験に加

え、“声帯 AI 中原昌也”の誕生から本人と

の共作のプロセスを記録した映像インスタレーションなどの展示も予定しています。 

 

https://neort.io/challenge/d4jnm6gdfqamt6d2u5b0
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[インスタレーション＆ライヴストリーミング] 

l 日時：2026 年 2月 13 日(金)〜15 日(日) 13時〜23時 

l 場所：SUPER DOMMUNE（渋谷パルコ 9階） 

[ワークショップ＆ライヴストリーミング] 

l 日時：2026 年 2月 15 日(日) 13時〜23時 

l 場所：PBOX（渋谷パルコ 10階） 
 

＜DOMMUNE プロフィール＞ 

2010 年に宇川直宏が開局した日本初のライブストリーミングスタジオ。以降 15 年に渡ってファインアートと大

衆文化、そしてテクノロジーを横断しながら新しい文化発信の形を探求し続けている。本企画では、Konel、河

出書房「文藝」編集部、谷ぐち介助クラブ、ANOMALY、boid など多様な専門家と協働し、中原昌也氏の創作を支

える AI プロジェクトを展開。DIG SHIBUYA ならではの ART×TECH の実験的コレクティブとして参加する。 

オフィシャルプログラム④：渋谷の夜を巡る、未来の音楽フェス『RADIO SAKAMOTO - Uday』 

音楽家・坂本龍一氏のスピリットを受け継ぐ音楽フェス「RADIO SAKAMOTO Uday -New Context Fes × DIG 

SHIBUYA-」が、今年も渋谷で開催されます。2025 年の初開催で、国内外アーティスト 20組以上が参加した本プ

ログラムは、再開発が続く渋谷を“未来の音が立ち上がる都市”として再定義する試みとして大きな反響を呼び

ました。 

今回もジャンル・世代・国境を越えた豪華アーティストが出演します。韓国の DJ、プロデューサーの 250 と

KIRARA の来日が決定。国内からは STUTS が出演、そして蓮沼執太がキュレーションする実験的音楽プロジェクト

「HEAR HERE -GATHERING」も開催決定。(順次発表予定) ヒンディー語で「日の出」「始まり」を意味する

“Uday(ウダイ)”の名の下、坂本氏が生前に追求してきた“新しい文脈をつくる”精神を象徴するイベントで

「未来の音楽が生まれる夜」を創出します。 
 

 
 

l 日時：2026 年 2月 13 日(金) 18 時 オープン/スタート 22時クローズ予定 

l 会場：Spotify O-EAST、duo MUSIC EXCHANGE、東間屋 

l 出演：250、STUTS、KIRARA、蓮沼執太 presents「HEAR HERE -GATHERING」、他 

l チケット料金：8,800円(税込)※ドリンク代別 

l 主催：J-WAVE、共催：SHIBUYA CREATIVE TECH 実行委員会、協賛：Digital Garage, Inc. 

制作：J-WAVE 

オフィシャルプログラム⑤：テクノロジーxアートで渋谷が進化する - ワークショップ、ピッチ・セッション

＆ミートアップ『DIG SHIBUYA 2026 Opening Event』 

DIG SHIBUYA に参加する国内外のアーティスト・クリエイターそしてクリエイティブ関連の海外スタートアップ

と出会える、特別セッション・ピッチ＆ミートアップを開催。さらに、DIG SHIBUYA のキービジュアルを手がけ

る韓国のデジタルアーティスト Seo Hyojung(セオ・ヒョウジョン）氏による「動きのデザイン」を学べるワーク

ショップも実施します。プログラミング未経験者でも参加でき、誰でも“動くビジュアル”制作に挑戦できる 3

時間の特別講座にもぜひご参加ください。(先着順無料、事前申込が必要です) 
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ミートアップのタイミングでは、VTuberヴァイオリニストと東京交響楽団が奏でる新しいクラシック音楽の取り

組みや、海外 DJによるアクトなど。クリエイティブやテクノロジー領域に関心をもつ学生から、デザイン・ア

ート関係者、クリエイティブ業界や企業のクリエイターの皆様まで幅広く参加できるプログラムで、DIG 

SHIBUYA ならではのあらゆる“学びの入り口”としてご参加ください。 

*写真は DIG SHIBUYA 2025 のセッションの模様 
【オープニングイベント＆ミートアップ】 

l 日時：2026 年 2月 13 日(金)14時開場、14時半〜20時(ミートアップは 18-20時) 

l 場所：渋谷ストリームホール 東京都渋谷区渋谷 3-21-3 

l 費用：一般 3,000円 (学生 1,500円 *当日は学生証を確認させていただきます) 

l 詳細/申込先：https://digshibuya2026-opening.peatix.com 
 

“ワークショップ『日常のかたちが動く｜NodeBox で学ぶ「動き」のデザイン』詳細” 

l 概要：NodeBox を使って、デザインの中に「動き」を取り入れる方法を学びます。DIG SHIBUYA のシンボル 

である「矢印」や身近なかたちを題材に、ビジュアルプログラミングでアニメーションを制作して 

みましょう。プログラミング初心者でも、図像が動く楽しさを実感しながら、デザインとプログラム 

のあいだにある創造性を体験できる 3時間のワークショップです。      

l 日時：2026 年 2月 13 日(金) 14時スタート (約 3時間程度) 

l 場所：ストリームホール 5階ホール 

l 費用：無料(ワークショップのみの場合) 

l 申込：要事前申込(オープニングセッションの参加は別途申し込みが必要です) 

l 人数：先着 15名  

l 言語：日本語 

l 詳細・事前申込先：https://digshibuya2026-workshop.peatix.com 

＜講師紹介＞Seo Hyojung(セオ・ヒョウジョン) 

アーティスト／Samsung Art & Design Institute 教授 

メディアテクノロジーと身の周りの物を融合させ、日常に新しい視点をもたらすイン

スタレーションやパフォーマンスを制作する。メディアリテラシー教育への関心か

ら、クリエイティブ・コンピューティングの授業を通じてコーディングの様々な可能

性を追求しており、当該分野における多数のプロジェクトに携わる。最近では、アル

ゴリズムによってイメージを生成するジェネラティブ・アートの表現を主なテーマと

し、鑑賞者の様々な感情や反応を喚起するユニークで動的なビジュアル作品を展開し

ている。 

 

“プログラム詳細” 

l 14時半〜17 時 トークセッション (登壇者は随時発表) 
l 17 時〜18 時半 クリエイティブテックスタートアップのピッチイベント 

海外クリエイティブテック系スタートアップ 10社によるピッチセッションを実施。日本市場参入や国内企

業との協業・投資機会を創出することを目的とした滞在型プログラム『Creative Tech Shibuya 2026 in 

collaboration with DIG SHIBUYA』の一環で、滞在期間中にはワークショップやマッチングも予定していま

す。なお、各社のプロダクト展示も会場内 4階に併設し、実際の技術やサービスに触れていただけます。 

※展示：渋谷ストリームホール 会場内 4階 

 

https://digshibuya2026-opening.peatix.com/
https://digshibuya2026-workshop.peatix.com/
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l 18 時半〜 ポルタメタ×東京交響楽団メンバー Classical Music Live Concert 

バーチャルアーティストをクラシック音楽の世界に送り込むプロジェクト“ポルタメタ”の VTuber白玉響

ふわりさんと東京交響楽団メンバーをテクノロジーで融合させるライブコンサート。新たなクラシック音楽

の可能性を体感していただけます。 

• 主催：KADOKAWA ポルタメタ、特別協力：東京交響楽団 

 

 

DIG SHIBUYA 2026 イベント概要 

●正式名称：DIG SHIBUYA 2026 (ディグシブヤ) 

●開催日程：2026 年 2月 13 日(金)から 2 月 15 日(日)の 3日間 

●開催場所：渋谷公園通り周辺エリア 他 

●参加費用：無料（ただし、一部のプログラムは有料） 

●主催：SHIBUYA CREATIVE TECH 実行委員会・独立行政法人日本芸術文化振興会・文化庁 

●共催：渋谷区 

●後援：一般財団法人渋谷区観光協会、一般社団法人渋谷未来デザイン 

●委託：2025 年度（令和 7年度）日本博 2.0事業（委託型） 

●URL：https://digshibuya.com 

●instagram：https://www.instagram.com/digshibuya/ 

SHIBUYA CREATIVE TECH 実行委員会 概要 

渋谷にある 150 を超える文化・エンターテインメント施設を区の文化的な資産として位置づけ、AI、Web3、XR な

ど先端技術を取り入れた施策を実施支援することで、その魅力を国内外に伝え、文化・観光・産業活性化を図る

ことを目的につくられた実行委員会。 

オフィシャルイベントの他、海外から誘致したイベントなどを通して、区民・来街者が、気軽にアートや最新テ

クノロジーに触れる機会を創出し、発信しています。 

 

https://digshibuya.com/
https://www.instagram.com/digshibuya/

